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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、江戸時代の寛政 2 年（1790）に竣工した、いわゆる寛政度内裏を取り上げ、その設計
過程を解明し、日本住居史に新たな知見を加えることを目的としている。寛政度内裏は、平安宮内
裏に準じた復古様式による寝殿造の再建が目指されたが、復古様式は、紫宸殿・清涼殿などの儀式
空間の一部に限られ、居住空間は書院造で造営された。本論文では、儀式空間である紫宸殿、天皇
の居住空間である常御殿や女官の居住空間、そして造営の組織と技術者について、寛政度内裏造営
 の記録である「造内裏御指図御用記」（以下、「御用記」。宮内庁書陵部蔵）を基礎史料として検討を
加えている。 
寛政度内裏の設計に関しては、復古様式による儀式空間が優先され、それらの図面は主に禁裏方
の修理職で作成されたこと、修理職の大工は、木子三家のうちの木子播磨大掾が主導したことなど
を指摘している。居住空間では、天皇の住まいである常御殿、上級の女官の住まいである対屋、下
級の女官の御末女嬬部屋の設計過程を検討し、間取りの変更、新たな室内意匠の採用、方位の転換
などが行われ、居住性の向上や動線などが考慮されていたことを明らかにしている。さらに、近世
内裏における仮設空間の設計では、天皇が父母などの喪に服するための倚廬
い ろ
を取り上げている。 
寛政度内裏の先行研究では、建物遺構と図面類の考察から復古の側面が強調されてきた。本論文
では、寛政度内裏造営の記録である「御用記」を基礎資料とし、実証的に論じている点に特徴があ
る。とくに関連資料を博捜し、難解な史料を丹念に読み解き、緻密な考証を加えるなど、建築史・
住居史の論文として価値が高い。また、建物遺構や図面類だけでなく、日記類の記述と照合し、復
古の考証内容や設計が完成する過程を、公家と大工との相互交渉として描き出している。 
寛政度内裏の研究については、復古様式の構造や室内空間、全体設計における幕府方の中井役所
の役割など、残された課題もあるが、本論文によって、近世内裏の建築史・住居史研究の新分野を
切り開いたことは確かで、その成果は大きい。さらに建物一般の設計過程にも有益な知見を提供し
ており、現代建築の設計を考えるうえでも価値がある。 
以上により、審査委員会は本論文が博士（学術）の授与に値するものと認めた。 
 
